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令和４年度 第１回石巻市ＤＸ推進本部提案    審議  

提 出 日：令和４年１１月７日 

担当部・課：復興企画部ＩＣＴ総合推進課〔内線４２６２〕 

           政策企画課   〔内線４２１２〕 

        総務部行政経営課   〔内線４１７２〕 

 

① 件  名 

 

ＤＸ推進方針に基づく取組みの実践と進捗管理について 

 

② 施策等を必要とする背景及び目的（理由） 

 

【背景】 

 本市では、デジタル・トランスフォーメーション（ＤＸ）を推進していくための取組の方向性を示

す「石巻市デジタル・トランスフォーメーション（ＤＸ）推進方針」（以下「ＤＸ推進方針」という。）

を令和３年１２月に策定し、ＤＸの推進体制として全庁の取組を統括する「石巻市デジタル・トラン

スフォーメーション推進本部」（以下「ＤＸ本部」という。）、さらに、実務担当者で組織した「企画推

進プロジェクトチーム」（以下「プロジェクトチーム」という。）を令和４年３月に設置した。 

 本市のＤＸを推進する次のステップとして、推進方針に基づく取組を実践し進捗管理する仕組みが

必要となっている。 

 

【目的】 

推進方針が示す取組の方向性を事業化し、実施主体を明示したうえで、総合計画基本計画実施計画

並びに石巻市行財政改革推進プランに位置付け進捗管理する仕組みを構築することで、新たな計画管

理を不要とし事務の最適化を図りながらＤＸ推進方針の取組期間が完了する令和７年度までに「市民

サービスの利便性向上」と「効率的・効果的な行財政運営」の実現を目指す。 

 

③  根拠法令及び総合計画又は個別計画との整合性 

 

【根拠法令】 官民データ活用推進基本法 

       情報通信技術を活用した行政の推進等に関する法律 

       デジタル社会形成基本法 

       自治体ＤＸ推進計画 

 

【〔総合計画との整合性 総合計画の位置付け：有・無〕 

基本目標６ ① 市民に寄り添い信頼される行財政運営の推進 

      ② 持続可能な行財政運営の推進 

〔個別計画との整合性〕】  

石巻市行財政改革推進プラン２０２５ 基本目標３ 業務の最適化と経費削減 

石巻市職員定員適正化計画 定員適正化の具体的取組（３）事務事業や組織の見直し 

 

④ 提案に至るまでの経過（市民参加の有無とその内容を含む。） 

 

令和３年７月   市民意識調査（デジタル社会について） 

資料１ 
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令和３年１２月  石巻市デジタル・トランスフォーメーション（ＤＸ）推進方針策定 

令和４年３月   企画推進プロジェクトチーム設置 

令和４年９月   職員アンケートの実施 

 

⑤ 主な内容 

 

１ ＤＸ推進方針に基づく取組（事業の性質上「Ａ」と「Ｂ」に分類）と各事業所管課における事業 

を次のように整理し、各種計画に位置付けたうえで進捗状況を把握する。 

 （１）「Ａ「市民サービスの利便性向上」実現のための取組」に該当する事業（市民向け） 

⇒ 政策的な要素が強い取組みとして「総合計画基本計画実施計画」に位置付け事業化し、Ｄ

Ｘマークを付す。 

 （２）「Ｂ「効率的・効果的な行財政運営」実現のための取組」に該当する事業（内部向け） 

   ⇒ 行政コスト縮減、事務効率向上に資する取組みとして「石巻市行財政改革推進プラン」の 

    取組項目として位置付ける。 

 （３）各々の計画見直し（調整）時期に間に合わない突発的な事案については都度、ＤＸ推進本部 

   において事業の妥当性・必要性について機関決定を経てから予算化する。 

２ 総合計画基本計画実施計画掲載事業のうち、ＤＸマークを付した取組みについては一覧表示のう 

え、ＤＸ関連の取組みであることを議会や市民にも分かりやすく発信する。 

 

⑥ 実施した場合の影響・効果（財源措置及び複数年のコスト計算を含む。） 

 

（１）石巻市デジタル・トランスフォーメーション（ＤＸ）推進方針に基づく取組が具体的に進展 

し、「市民サービスの利便性向上」と「効率的・効果的な行財政運営」の実現を図ることができ 

る。 

（２）ＤＸ関連の取組みを議会・市民に分かりやすく発信することができる。 

（３）事業の進行管理～事業評価における事務処理の最適化が図られる。 

 

⑦ 県内他の自治体の政策との比較検討 

 

⑧ 今後の予定及び施行予定年月日 

 令和４年１１月２２日 第２回ＤＸ推進本部の開催 

（職員アンケート分析結果の報告を予定） 

⑨ その他 

 

 

 

 


